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1.緒胃
筆者等は甘藷の貯菰鴎敗防止の研究中、腐敗
した官需に Macrophomaの柄子殻が形成さ
れているのを稀れに見る事があったが、昭和22
年に大原農業研究所で貯蔵した甘藷農林4号が
字数以上も Macrophomatr:依って侵害され
ているのを発見した。甘藷を侵害する病原菌と
して Macrophominaphaseoli (Maul>l.) 
Ashbyが知られているが、筆者等の得た菌は
該菌とは鯛箸な差が認められたので、ととにそ
の概要を報告する。
2.病徴
多くは甘藷塊棋の尻部より発病し、はじめ精
k軟かく僅かに沈下し雛が出来表皮の裂目から
黒色乃至 DullGreenish Black(lめ の菌糸が
発生、菌叢内tr:/j、黒点を密生する。後融合して
大形不整形の黒い塊となる(群生した柄子般で
ある〉。内部組織は楠変し、健全部との境界は
可成り明瞭、乾燥してミイラ化し、黒変するが
安晦病の如〈、組織内深〈菌接を形成しない。
3.形態
甘藷塊棋の表皮下に 200乃至1∞01-'の球扶或
いは扇球形、後露出し、融合して大形;.r，整形の
菌接紙子座を形成する。子座の外部は黒色乃至
黒褐色の厚膜菌糸からなb、精々堅い。内部は
淡賀補色の菌糸細胞からなれその中に柄子殻
を群生する。柄子殻は楕円形乃至長楕円形大さ
は区々、内径の巾印ー150μ，高さ 125-325μ.
孔口部は突出し、孔口は円形tr:近〈、内径10-
25μ.長さ50-11∞μ，柄子設の内壁は3-4屠の
無色乃至淡賀補色の菌糸細胞からなり、厚さ15
-20へ柄子は柄子殻の内面に密生し、無色、多
〈は無隔膜(鰭養基上に形成されたものには稀
れに1隔膜を有す)樟般で12-20x2.5μ，頂端
に柄胞子を翠生する。柄胞子は無色、長卵形乃
至長楕円形或いは端艇形、僅かに屈曲するもの
もある。普i重皐胞人工熔養基上に形成したもの
は稀れに 1隔膜を有す。願粒休を含み、官くな
ると淡黄色とたる。腐敗甘脅上に形成した胞子
は 12.5-17.5X5.0-7.5平均 15x6μ，人工増
養基上に形成したものは稿々大きし 11.25-
22.5x5.0-8.75~均 16x6μ である。筒馬鈴
薯寒天培養基上花形成した柄子鼓内には正常
の Macrophoma型胞子の外に不整形の小形
胞子が認められ、正常型胞子の単胞子分離を幾
度繰返しても1、形胞子を形成したが発芽はしな
かった。との小形胞子は正常型胞子の形成途上
のものか、栄養不足のため昨形となったもの
か、或いはとのような形が本来のものであるか
判然としない。しかし人工培養基上にのみ形成
され、甘藷上tr:形成された柄子殻内には認めら
れないから、本来の形態とは思われない。以上
の形態から本菌は明らかに Macrophoma属
菌である。
4.生理
(1)発育と温度との関係。 1%ブドウ糖加馬
鈴薯寒天扇平培養基の中央に一定量の菌糸を移
植50Cより450C迄の13階級の定温で培養し、 1
日後及び2日後tr:菌叢の直径を測定した。前筆
者等が先に報告した Sclerotiumbataticola 
Taub.向も同時に供試し両者を比較した。
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甘轄の Macrophoma edulis 
及び Sclerotium bataticola 
の培養温度と生長との関係
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著者のMacrophomal菌の最適発育温度は29
加ー。C，最高390C以下360C以上、最低50C附近
100Cで僅かに成長し、 50Cでは10日後にも発
育の痕跡を認め得る程度であった。 S.batati. 
colaの最誼温度は360C，最高低42-450Cの聞
で、 130Cで10日後に勢背の痕跡を認め得る程
貨で100Cでは金〈発育したい。 Lauritzen<的
及び Tompkins(的によれば S~ bataticola 
の発育最適温度は310C附近t:340Cでも大差
ないようであるが、筆者等の得た360Cは精々
高い。成育最誼温度附主主で馬鈴薯寒天に増養す
ると、本菌の菌糸は白色、後続脊味がかった黒
色となり、柄子殻を形成するが菌核を形成しな
い。 S.bataticolaの菌糸は、はじめ白色、後
黒褐色乃至黒色となり、黒色の極小菌按を多数
形成するが、柄子殻を形成したい。マルト寒天
に培養すると両菌ともその成長速度は馬鈴薯寒
天の約3分の1程度であるが早〈着色する。 1
%マルト寒天上に柄胞子の浮潜液を塗布すると
24-30oCでは2時間後に30-50%発芽するが、
160Cでは5時間後でも発芽せや、 10時間後に
50%発芽した。 360Cでは3時間後僅かに発芽
い 5時間後には50%以上発芽した。また欄包子
及ひ官糸の浮揚液を一定温度中に漫演すると本
薗は480C10分間で死滅したが、 S.bataticola 
の菌糸は旬。C20分間で死揖せ守、 520C10分間
で死滅した。
(2)柄子費形成と光線との関係。本菌を暗い
定温器中で矯養すると殆ど柄子殻を形成したい
が、明るい窓際で樗養すると良〈形成する。そ
れで本菌の柄子麓形成と光線との関係を調べて
見'ko.馬鈴薯署長天扇平時整基の中央に純紳埼養
を移植し、第1区は無色のガラス鐘下t亡、第2
区は褐色のガラス鐘下K、第3区は黒い紙で包
駿し、完全に暗黒とし、褐色のガラス鐘下に置
を、北面した窓際に置いた(7月)。移植後3日
自に第1区の基中菌糸は OIivaceousBlack 2 
K着色し、 5日自には多数の柄予震を形成し、
10日後には柄胞子を形成した。第2区は5日後
に養中薗糸が僅かに着色し、 10日後には5個の
シヤ戸レー中2個のシヤF レーに1個づっ計2
個の柄子殻を生色た。第2区は10日後に基中菌
糸が僅かに治色したのみで柄子設の形成はたか
(118) 
った。弘上の実験から、本菌の柄子殻形成には
ある程度の光線が必要と思われる。 S.batati. 
colaは暗黒にてもよ〈菌接を形成した。
(3)晴養温度及び培養日数と侵害カとの関係。
輪切りした甘諸問盤1'l:170C，240C， 300Cの各
温度で本菌を接種すると 300Cで最もよく侵害
する。ととろが接種試験を繰返Lていると、接
種原の埼養僚件によって侵害カに大きな差を生
守る事を認めた。それで接種原の樗養温度及び
培養日数と侵害カとの関係を明らかにするため
に、 180C，240C，加。Cの各温度で3日間、 5
日間、7日間経過した培養を甘諮問盤に300Cで
接種し、 5日後に侵害程度を調査した。その結
果は第1表の如〈、低い温度で培養した方が侵
第 1 表
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響力強〈、埼養日数が多くたる程弱〈たる。と
の侵害カ減退歩合は埼養温度が上昇する程顕著
であった。西門友ぴ升本(1947)<8)は Rhizopus
nigricansを240Cで10日間埼養すると殆ど侵
害カを失う。とれは同菌のペクチナーゼ作用カ
の減退に基くものであらうと報じている。本薗
に於ても恐らく同様の原因であらうと思うが30
。C附近で最もよく侵害するにも拘らや泊。Cで
培養した菌糸よりも 180Cで培養七た菌糸の方
が侵害カ強〈ぜしかも300Cで7日間矯饗する
と殆ど侵害カを失うと云う事は注目に慣する事
と思う。倫本菌をイ γグシ、ザザグ、グイヅ、
アヅキに有傷接種したが感染しなかった。
5.分類
本病菌はその形態から Macrophoma属或
いはその類似菌である事は明らかである。甘藷
を侵害するMacrophoma属I'l:Macropちoma
eduIis D' Almeida. (12)(17) また Ipomaea 
pandurataを侵すMacrophomaIpomaeae 
Passer.CJ8)がある。類似菌としては甘曹を侵害
する Macrothominaphaseoli Ashbyが知
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られている。後者は甘轄の決構病身原薗とし
て Taubenhaus(1913)(15) が Sclerotium
bataticola n. sp.として最初報告したもの
で、業の後 Ashby(1927)(1>1'l:依って Macro-
phomina phaseoli Ashbyと改められた。
同氏は Sesamumindicumの Macropho・
ma (南阿ウガシグ)Sesemum orientaleの
Macrophomina philippinensis， Petrak 
Corchorus sp.の Macrophoma(Bengal)，
Cajanus indicusの MacrophQmacajani 
(Pusa). Phaseolus sp. の Macrophoma
phaseoli (U. S. A.)等の形態及び埼養性質に
就いて比較研究し、とれ等の薗はRhizoctonia
batati∞la (Taub.) Butl.と同ーのもので
あると云う結論に蓮した。而してその形態から
Petrak (1923)'勾によって新猷された Macro-
phomina属に属すべきものであるとし、そ
の結果 Macrophomaphaseoli Maubl. 
M. corchori Saw.， M. cajani Syd. and 
Butl. M. sesami Saw.， Sclerotium ba-
taticola Taub.. Rhizoctonia lamellifera 
Small. R. bataticola (Taub.) Butl.， 
Dothiorella cajani Syd. and Butl.及び
Macrophomina philippinensis Petr. を
Macrophomina phaseoli Ashbyの異名とし
て挙げている。 Haighく1930)'町は Ashbyの
Macrophomina phaseoliを薗援の大ぎさに
依って A，B， Cの3グループに分けた。との
中 M.phaseoliの柄胞子を形成したのはCグ
ル{プ(薗槙の直径120μ以下〕のみで、しかも埼
養及び接種試験の結果菌核及び柄子鼓形成には
突然の変化があれその病原性Kも変動のある
事を指摘している。また Hopkins(1933)(4)は
HaighのAグループと Cグループとの聞に顕
著な差異を認め両者を別種とする事を提案して
いる。斯くの如<Macrophomina phaseoli 
Ashbyは数種からなる集合種であれ極めて
多犠性を示すもののようであるから、筆者等が
宙開目した S.batatiolaは菌援のみを生巴、本
薗は柄子撃のみを形成すると云う差のみに依っ
て別種とする事は出来ない。 Macrophomina
鳳は Petrak(19幻〕仰に依れば、子座を欠〈
か、或いは精々をの兆候がある程度で柄子盤は
表皮下I'l:散在し、略々球形、孔口は鳳卒、精身
不明瞭であるとし、Ashby(1927)1ηも亦手座
を欠く事を指摘している。此の点筆者等の菌と
一致しない。筆者は Ashbyの詳しい記載を
見る事が出来たかったので、その異名として挙
げられている種の騎債を挙げれば次の遁りであ
る。
Macrophomina philippinensis Petrak 
何本種は Petrakがとれを基本として Mac-
rophomina属を醗定したもので、その柄子設
は組叉は精々密に散在して表皮下I'l:形成、直径
1∞-1印μ.孔口は不規則元主円航。柄胞子は長楕
円形乃至卵形或いは紡錘形、鈍頭梢々轡曲し税
れに直、単胞、無色、頼粒体を含む。 16-24x
6ー 7.5μ。柄子は揖樺扶6-12x1.5μ。S伺 amum
orientaleの茎l::1'l:発見。
Macrophoma phaseoli Maubl.<日?とれは
Ashbyが Macrophominaphaseoli Ashby 
k宛てた種で、柄子殻は散在して埋渡し黒色球
形、直径 125μ。孔口は小さく突出していない。
柄胞子は円筒形、両端円〈頼粒休を含み談様色
乃至無色、2O-30x8-10μ。柄子は置、長さ10
-12po Phaseolus vulgarisの茎上に発見。
その他的(1$)(14)異名の種聞に可成り一致しな
い部分もあるが、共通点は長さ16-32μ の柄胞
子を有する事である。しかるに筆者等の薗の柄
胞子は '2.5-17.5x5.0ー 7.5平均 15x6μで
あって極めて鯛箸な差がある。而して前に記載
した S.bataticolaはその病徴及び薗接の大
さ等 Taubenhaus(1ゅの記載によく一致する
から∞未だ柄胞子を見ないが M.phaseoli 
Ahby I'l:属すべきものと思われる。他方本商
は多くの点に於て S.bataticolaと異たるの
みならや、その柄胞子は M.phaseoli Ashby 
のそれより著しく短い。それ故本薗は M.pha. 
seoli Ashby とは別種と見倣して間遣い注い
と思う。更に筆者の薗に近い種類につき考察
すると次の様主主菌がある。
Macrophoma Ipomaeae Pa田er，(8)柄子
殻は散在し、殆ど球形、黒色梢々埋淡す。柄胞
子は長楕円形、或いは模乃至卵形 12-22x5-
7.51-'， 頼粒を有し泊滴を含まない、無色。柄子
は太〈胞子と同長或いはより長い。此の薗は柄
子鼓が散在する点及び形獄、柄胞子の大さ形獄
- 39- (119) 
柄子等本菌とは可成り相異している。
M. edulis D' Almeida同一1903年アフリ
jjtc於て Batatasedulisの塊根上に発見さ
れ九'1935年にはソピヱツトに於て甘・轄を侵害す
る官報色ている仰柄子殻は畏形、群生し、埋設
守、直径 125-210ん柄胞子は端艇形或いは梨
形或いは長楕同形、車胞、無色、 12一日x5-
7μJ柄予は円筒形、倒根棒航、無色 Batatas
edulis Choisy の塊根に突出工た黒〈て多少
堅い酸皮様子座を生じその内に形成される。と
り記載に依れば柄子の長さが多少異なるが、そ
の他均点は本菌と極めてよ〈一致している。よ
って筆者等の薗は Macrophomaedulis D'-
Almeidaとして記載する。
6.摘聖
(1)貯菰首曹を侵害する Macrophomasp. 
め鵡慰j・1い病績を記載t.?を。
(2)骸'.Macrophon1a sp.と Sclerotium
ba ta ticola Ta u b.の温度及び光線に対する
反感を比較し、両者の聞に額箸た差異を認めた。
(3)供試した Sclerotiumba ta ticolaは
形態及び病債から Macrophominaphaseoli 
Ashby IC属ナペきものと思われるが、筆者等
の Macrophomasp.は Sclerotiumbata-
ti∞la と諸種の点に於て相異しているのみな
ら夕、 M.phaseoli Ashby及びその異名と・
されている数種の菌とはその柄胞子の大さに箸
しい差が認められた。
(4)よって筆者等の Macrophomasp. は
Macrophoma edulis D' Almeidaと同定す
る。
本報告は文部省科学試験研究費による業績の一部で
ある。御緩助を与へられた当局に深謝する。
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